
 

令和７年度当初予算における 男女共同参画に関する主な事業 

※(      )内は令和６年度予算額 

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり 

○『（仮称）男女共同参画・多様性社会推進表彰』の実施【新規】（多様性社会推進課）  

 8,650 千円（4,068 千円） 

働く場における男女共同参画や多様性尊重の取組を積極的・先進的に行う企業や団体等を

表彰し、その優良事例を様々な機会を捉えて周知・展開する。  

○男女共同参画推進事業（多様性社会推進課）            6,000 千円（6,400 千円） 

県内の男女共同参画の機運を一層高め、組織のリーダーの方々の意識変革を具体化するため

シンポジウムや異業種交流会などの啓発イベントを実施する。  

・男女共同参画シンポジウム【新規】               1,723 千円  

・女性活躍推進のための異業種交流会               2,229 千円  

・男女共同参画県民フェスタ                       2,048 千円 

○千葉県ジョブサポートセンター事業（雇用労働課）        99,805 千円（99,805 千円） 

子育て中の女性や中高年齢者などを対象とした再就職・就職後の定着を支援し、女性や 

高齢者など多様な人材の活躍促進、中小企業の人材確保を図る。 

 

安全・安心に暮らせる社会づくり 

○ＤＶ等の防止及び被害者支援の推進（児童家庭課）     320,473 千円（273,063 千円） 

ドメスティック・バイオレンス等の防止及び被害者支援の推進を図るため、相談、一時 

保護、広報啓発等の事業を実施する。 

○困難な問題を抱える女性への支援事業（児童家庭課）      47,500 千円（35,000 千円） 

困難な問題を抱えている女性の自立を支援するため、繁華街等におけるアウトリーチを 

通じて、支援の手があることの声かけを行うとともに、相談支援や安心・安全な居場所の 

提供を行う。  

○消防団参画促進事業（消防課）                        7,500 千円（7,500 千円） 

高校生や大学生に対する消防団への理解促進を図る取組に加え、全ての地域振興事務所で、

県内消防団の共通の課題である女性消防団員確保に向けた取組を行う。 

○切れ目ない支援につなぐ妊娠ＳＯＳ相談事業（児童家庭課）  24,000 千円（24,000 千円）                        

妊娠中の女性の不安を解消し安心して出産できるようにするため、電話やメール、ＳＮＳ 

 により相談を受け、助産師や看護師等による適切な助言等を行う。 

資料４ 

         ┐ 
男女共同参画推進事業所表彰 



 

男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり 

○女性のための総合相談・男性のための総合相談（男女共同参画センター） 

                                         25,152 千円（21,971 千円） 

女性及び男性が抱える様々な悩みや問題等に、相談者自らの力で解決していけるよう

支援するため、電話や面接、カウンセリングによる相談を実施する。 

○男女共同参画地域推進員事業（男女共同参画センター）      2,023 千円（2,063 千円） 

県内 6 地域で県、市町村、地域推進員が連携し、それぞれの地域において、地域特性を 

  踏まえた講演会等を企画、実施する。 

○男女共同参画県民フェスタ（男女共同参画センター）                2,048 千円（2,239 千円） 

県民に楽しみながら男女共同参画の理解を深めていただくため、講演会やワークショップ 

などの啓発イベントを実施する。 

〇ＳＴＥＡＭ教育の推進（教育政策課、学習指導課）                    1,600 千円（1,600 千円） 

外部人材による教科横断型の特別授業を県立高校において実施し、理数の魅力・楽しさを 

伝え、探究心を引き出すとともに、学習の意義の実感により学習意欲の向上を図る。  


